望遠鏡用対物レンズに用いる硝子選定の特殊例 by 淺野, 俊雄
Title望遠鏡用對物レンズに用いる硝子選定の特殊例
Author(s)淺野, 俊雄


























































































































K3e1 L5！82P．62590．1077 59．0R5．6 0．00879O．O1756 1．⊂98 1
K7e4 L5111P．61660．1055 60．6R6．6
（，．008↓5
O．01684 1，993
　　一
Q
　　（英）
`ャンス
517606
U20361
i．51664
P．620460．10382
6α6
R6．1
0．00852
O．O1718 2，O16
3
519604
U23360
1．51944
P．623080．10364
60．4
R6．0
n。00260
O．O1729　　　　　　h 2，011 4
B1161
b173615U26P．617310．105056α7R6．5
0．OO842　　　　　　　　　　2．0080．01691
　　一
T　（佛）
pラ●
}ントワ B】860b22361．51755zゐ2ユ760．10421
1　　602
@　36．1
0．00860
O．OL720　　　　　　1 2，000 6
　　（パラ・マントワはrlD及△t）Dな示す）
この三等球面一蓋面の型の色消し訴件を滞足させるやうな硝子を各硝子愚痴
298@　望醗粕汁レンズに用ふ禰薇定の二二　　天界2ee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X’h．’のカタログから探してみると割合に澤山あるけれども・天引遠鏡用とし’・．tk
氣への耐久娯他を魏して極く樋のクラウン幣とフリント硝瓢ら噛
を求めると大轍のやうなものである・（Hしクラウンとフリントは共に同論
肚のものを組合はせることにした．
この他にも澤嶋処せは出來る肺ども之位でも船である…で繍
しなければならぬのは，”ウン購て最も唄い型の所謂H・・d…Wn（。ヨ
ッ・ではK－type）ばかりであって漸しV’s　Bo’osil‘cate　cr・w・聡まれてる
な曄である・搬には後者は瀦よりも醸度も大きく賄ではあ畝何
分C－Fの分散が小さく・この型にすると舗しが甚だしく匡正鞭（。v，。
・Q・・ecti・n）tc　）1：るから之を防ぐためt「c　Balium　fli”tを恥ねばならdi，　e，、フ
リントは好齢なのが少いから欄上劾即せの方がよい・獺に奥ても時
局でも儲肱i曝力が大きくて透明なこの種髄クラウンの製出が光鞠塗
子製造業者に注臼されることを希肇する．
若しフリントの分散がクラウンのそれの2倍以上tq　kれぽ色撒態は。。，。
「cなり，2廊下になればunde「’co「「ectlonになるから勤の醜瞭態に堕ミ
じて適當な分散のものを灘すればよい・　　　　（未完）
現在の彗星界
本年は醐の如く彗嗣凱く出現しDSある・靴斡伽勅野田己
の一覧を蝸げる．
　　　順　　　籍　號　　　　　名
????］939　a
1939　b
1939　c
1939　d
1939　e
1939　f
1939　g
稽　　　　　　　　嚢見月日
コジク・ペルテヤ・彗星
げイサラ彗星
ボン・ヰンネケ彗星
ハセル岡林讐星
コ　プ　＃　星
シワスマン・ワハマン彗星
ブルクス彗星
1939年1月17日
??????2月8日
3月17日
4月15日
4月22日
6月12日
6月17日
因みに，c，　e，　f，9の四二は二丁の再蹄である．（急報348追補）
